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研究成果の概要（和文）：広西壮族自治省の灰窯田遺跡の発掘調査により、7000-9000年前の完新世初頭ユニー
クな採集狩猟民が、ミイラ作成と座葬再埋という独特の埋葬習慣をもち、その骨形態がオーストラロ・パプア系
集団と類似していることなどが解明され、日本の縄文人とともに中国南部の農耕拡散以前の人々がアフリカから
東アジアへ移住した初期のホモ・サピエンスのグループに属することが強く示唆された。

研究成果の概要（英文）：Current Eastern Eurasia have been widely occupied by Asians morphologically 
adapted cold climate during last glacial stage, who had hypothetically dispersed from East to 
Southeast Asia along with agricultural society including plant and animal domestication since 
Neolithic period onward. Pre-Neolithic hunter-gatherers in Yongjiang River Region, Guangxi in 
Southern China uniquely produced seated squatting burials, at the Huiyaotien Site and the Liyupo 
Site, which dated approximately 7,000 - 9,000 years BP. These skeletal morphology, speciously in 
cranial forms, exhibits characteristic quite distinctive from current East Asians. Cranial metric 
analysis demonstarted their close affinities to current Australo-Papuans and early Holocene 
Hoabinhian foragers in mainland Southeast Asia. These early settlers in China, as well as Neolithic 
Jomonese in Japan, are key population to reconstruct so-called ‘Two Layer’ model in addressing  
population history of Eastern Eurasia.
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１．研究開始当初の背景 
アフリカで出現した現代型ホモ・サピエンスが、5
万年前にはユーラシア東部まで拡散していたこと
がわかっている。その移住ルートについては、ユー
ラシア南廻りで東南アジアに達し、さらにはサフー
ルにも拡散したグループと、北東アジアでは細石
器文化の東進とともにシベリアを横断したグループ
が想定される。これらの南方由来のグループは、稲
作農耕開始期の新石器時代を転換期として、東南
アジアでは急激に姿を消し、彼らとは形態的に顕
著に異なる北東アジア人的な特徴をもつ集団に移
行していることが解明されつつある。水田稲作の起
源については、約 7000 年前の揚子江下流に遡る
ことが知られており、その後、北は黄河流域や華北
へ（仰韶文化）、東へは山東半島付近へ（大汶口
文化）、西は雲南、南はインドシナへ遅くとも 3500
年前までには波及し、日本へも 2800 年前の弥生
時代に伝播している。申請者はこのような北方由来
の集団が黄河以南や長江流域で稲作民となり、先住
のユーラシア南廻りに由来する狩猟民と置換がおこ
ったのではないかと推測している。北東アジア人の
究極のルーツについては先述のように意見の相違
はあるが、考古学的見地からは農耕技術の開発以
後の彼らの南下拡散があったことはその規模の大小
にかかわらず確実視されつつあり、農耕拡散以前の
住民との遺伝的関係（連続か・交替か）が最大の関
心事となっている。中国はユーラシア東部の人類史
における中心的な地域であり、様々な観点からみて
も南と北の異なる系譜の集団が交錯した可能性が高
いことが想定されるにもかかわらず、このような観点
での人類学的研究はほとんどなされていない。この
現状は人類史に関する視点の欠如だけでなく、農耕
以前の狩猟民の先史人骨自体もさほど多くなく、まと
もに研究されていないことも一因となっており、研究
の要となる先史人骨の発掘と人類学的な分析が期
待されていた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、狩猟を生業とし、かつ多数の埋葬人
骨の存在が既知となっている広西壮族自治省の南寧
市の灰窯田(Huiyaotian)遺跡と鯉魚坡(Liyupo)遺跡
の発掘調査をおこない、人骨ならびに共伴する土器
や石器などの文化遺物、動物骨の人類学的・遺伝学
的、古病理学的、考古学的分析により、近隣地域の
同時代遺跡との関連性も視野に入れながら、この地
域の先史狩猟民の文化的背景や慣習、生業環境、
食性を明らかにすることとした。そのうえで人骨形態
のデータ解析やmtDNA分析をおこない、華北、華南、
東南アジア、オセアニア地域の広範囲にわたる先史
から現代人の集団データとの比較により、灰窯田遺
跡をはじめとする中国の先史狩猟民の系譜を解明す
るとともに、中国各地の新石器時代の遺跡から出土し
た水田耕作民との遺伝的連続性あるいは断絶性を明
らかにし、冒頭の「研究当初の背景」で述べたような
バックグラウンドとなるユーラシア東部の人類史のシ
ナリオを検証した。 

 
３．研究の方法 
発掘調査団は日本・中国・オーストラリア・ベト
ナムの研究者からなる多国籍チームを編成した。
調査団は、人骨から系統解析を主とする形質人
類学と分子人類学、人骨から生活環境や疾患を
解析する古病理学、狩猟環境や食性を解析す
る動物考古学、文化遺物と埋葬様式を研究する
考古学の各専門家から構成された。現地各分
野において対比のため、広西壮族自治省の同
年代の鯉魚坡遺跡や同時期の甑皮岩遺跡
(8000BP)、湖南省の高廟遺跡（6000 年前）、長
江稲作民である河姆渡文化(5000 年 BP)の遺跡
の人々や、同じくユーラシア南ルートに由来した
可能性のある日本の縄文人との関連性も考察し
た。 
 
４．研究成果 
広西壮族自治省の灰窯田遺跡の発掘調査
により埋葬人骨の剖出と取り上げをおこな
い、近隣同時期の同区隆安県に位置する鯉魚
坡遺跡の出土人骨とも合わせて、およそ文化
遺物も含むおよそ９０体分の人骨の復元整
理作業を期間の前半におこなった。後半では
各研究者の専門と目的に応じた個別の分析
と研究を実施した。まず絶対年代が不明であ
あったため、加速器分析研究所および北京大
学に依頼して年代測定をおこなった。その結
果、炭化物とヒトの歯のコラーゲンから AMS
放射性炭素年代の測定に成功し、灰窯田が
9000-8300年前、鯉魚坡遺跡が 7000-7600年前
の推定値が示され、これらの遺跡が当初推定
されていた 6000年BPよりもかなり古いこと
がわかった。 
頭骨形態と計測および形態所見は、松村と
海部と久保田が担当しデータを採取した。海
部は高精度３次元レーザースキャナを持ち
込み、埋葬状態での人骨の解剖学的３次元位
置形態データと復元された頭骨の３次元デ
ータを収集し、発掘により消失した埋葬のポ
ジションを高精度で再現が可能となり貴重
な記録として残した。この埋葬様式について
は、坐葬や体肢の一部を切断するなどユニー
クな風習が認められていたが、さらなる検証
の結果、灰窯田遺跡には再葬墓が含まれてお
り、一次葬として風葬などによってミイラを
作成していた可能性が示唆された。頭骨形態
データの分析は主に代表者の松村が担当し
た。研究にさしあたって破損した頭骨の復元
についてはベトナム考古学院から高い技術
を有する Nguyen Lan Cuong博士の協力を得
て実施した。復元された頭骨の計測データか
ら、両遺跡に埋葬された人々は、新石器時代
以降の農耕民や現代の中国人とは全く異な
り、インドシナ半島の完新世初頭以前の中石
器ホアビン文化の狩猟民や現代のオースト
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ラロ・パプア系集団と類似しており、アフリカ
から東アジアへ移住した初期のホモ・サピエン
スのグループに属することが強く示唆された。
縄文人や港川人も比較的近縁であることが示唆
された。久保田の協力を得て実施した歯の形態
データの分析においても、両遺跡の集団はどち
らも後の新石器時代の農耕民や現代の中国集団
とは大きく異なる系譜に属することが明らかに
なった。また近隣に位置する桂林の甑皮岩遺跡
の資料調査をおこなったところ、当該遺跡の集
団とほぼ同系譜として対比できる遺跡であるこ
とがわかった。湖南省の新石器初頭の高廟遺跡
の人骨についても上記広西の集団と密接な系譜
関係がみいだされ、オーストロ・パプア系の採
集狩猟民が中国南部の広範囲に居住していたこ
とが解明された。 
遺伝子解析では、篠田により歯と側頭骨内耳
を分析用試料とした。後者の試料により２例に
ついて APLP法をもちいてハプログループを決
定することができた。１例は灰窯田遺跡の試料
のスンダランド由来とみなされる M7 タイプ、
他の１例は鯉魚坡の試料で現代アジア人に広範
囲にみとめられる D4a4タイプであった。 
澤田は人骨の古病理学的データ所見を採取し、
ベトナムMan Bac遺跡などの新石器時代農耕民
との比較をおこない、両遺跡とも齲歯が少ない
ことなど採集狩猟民としての顕著な傾向をみい
だした。食性については灰窯田遺跡の炭化植物
を分析した結果、大量のカナリウムが検出され
た。 
山形と久保田は、同時代で類似する埋葬様式
を呈するベトナムのコンコンガ遺跡や中国桂林
市の甑皮岩遺跡などとの考古学的比較研究をお
こなった。文化遺物の関係では、中国広西と周
辺地域の土器を主とする出土遺物を比較するた
め、ベトナム北部と中部で調査を実施した結果。
両地区は十万大山などの山脈で地理的に分断さ
れるが、特にダブット文化期には叩目を持つ丸
底釜形土器や埋葬方法、貝類の利用など多くの
面で類似性が高く、極めて密な交流関係が示唆
された。中部でのバウドゥ遺跡では貝塚を形成
し坐葬や体肢の一部を切断するなどユニークな
埋葬風習で類似性をみいだした。これらは広西
の灰窯田・鯉魚坡よりかなり新しく位置づけら
れている。しかしダブット文化やバドゥ遺跡ウ
は 6000年前であり、7000-9000年前の灰窯田遺
跡や鯉魚坡遺跡の年代とは大きな乖離があるた
め、その解釈は今後の再検討課題として残され
た。 
本研究では斯様に当地域の完新世初頭のユニ
ークな採集狩猟民の実態を解明することができ
た。特に両遺跡の埋葬人骨は、ユーラシアの人
類史解明のためのきわめて貴重な資料となるこ
とが確実でとなっている。本研究の成果は国立
科学博物館モノグラフ 47 巻にオープンアクセ
ス可能な媒体として出版した。下記の図書(1)ダ

ウ ン ロ ー ド 先
http://www.kahaku.go.jp/research/publication/mo
nograph.html 
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